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主な記事
２p　　第21回津野町夏まつり
４p　　国勢調査へのご協力をお願いします
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Mr.シャチホコ

　　ものまねライブMr.シャチホコ

　　ものまねライブ

　
８
月
15
日
︵
金
︶﹁
第
21
回
津
野
町
夏
ま
つ
り
﹂

を
葉
山
運
動
公
園
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
年
は
町
制
20
周
年
記
念
と
し
て
﹃
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
﹄﹃
花
火
大
会
﹄に
加
え
、﹃
カ
ラ
オ
ケ

大
会
﹄﹃
Ｖ
Ｒ
お
化
け
屋
敷
﹄﹃
富
く
じ
﹄
を
開

催
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
日
中
の
熱
い
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
17
組
が
参
加
し
自
慢
の
歌
声
を
披
露
、
会
場

は
多
く
の
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
新
庁
舎
で

開
催
し
た
Ｖ
Ｒ
お
化
け
屋
敷
は
、
360
名
の
方
が

体
験
し
、
リ
ア
ル
な
映
像
に
悲
鳴
が
響
き
わ
た

っ
て
い
ま
し
た
。

﹁
M
r
・
シ
ャ
チ
ホ
コ
　
も
の
ま
ね
ラ
イ
ブ
﹂

で
は
、
和
田
ア
キ
子
さ
ん
やM

r.c
h
ild

re
n

︵
ミ

ス
タ
ー
チ
ル
ド
レ
ン
︶
の
も
の
ま
ね
が
披
露
さ

れ
、
本
物
そ
っ
く
り
の
歌
唱
力
で
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。﹁
鳥
羽
一
郎
　
歌
謡
シ
ョ
ー
﹂
で

は
、
目
の
前
で
歌
唱
す
る
圧
巻
の
ス
テ
ー
ジ
に

会
場
の
観
客
は
大
喜
び
で
し
た
。

　
最
後
に
は
、
鳥
羽
一
郎
さ
ん
、
M
r
・
シ
ャ

チ
ホ
コ
さ
ん
に
よ
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
花

火
が
打
ち
あ
が
り
、
間
近
で
あ
が
る
迫
力
満
点

の
花
火
が
夏
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
彩
り

ま
し
た
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
夜
店
に
は
お
客

さ
ま
が
列
を
な
し
、
帰
省
客
な
ど
町
内
外
か
ら

２
５
０
０
人
余
り
の
方
が
来
場
し
、
会
場
は
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

＊
カ
ラ
オ
ケ
大
会
受
賞
者
　
　

　
第
１
位
　
谷
脇
真
有

　
第
２
位
　
長
谷
川
美
舟

　
第
３
位
　
山
下
孝
子

　
特
別
賞
　
西
森
ゆ
い
　
　︵
敬
称
略
︶

　
　
　
　︵
津
野
町
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
︶

第
21
回
津
野
町
夏
ま
つ
り

鳥羽一郎　歌謡ショー鳥羽一郎　歌謡ショー

VR お化け屋敷VRお化け屋敷

カラオケ大会特別賞は
最年少５歳の女の子！
カラオケ大会特別賞は
最年少５歳の女の子！
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一
、
金
15
万
円
也
　
　

　
葉
山
建
設
協
会

一
、
金
10
万
円
也(

順
不
同)

　
Ｊ
Ａ
土
佐
く
ろ
し
お

　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
支
所

(

有)

谷
脇
工
業

一
、
金
７
万
円
也

　
津
野
町
役
場
職
員
会

一
、
金
５
万
円
也(

順
不
同)

　
Ｊ
Ａ
高
知
県
　
東
津
野
支
所

(

高
西
地
区)

　
津
野
町
商
工
会

(

有)

西
岡
建
設

(

有)

葉
山
土
木
コ
ン
サ
ル

(

株)

サ
ン
土
木

　
　
　
　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
ミ
タ
ニ
建
設
工
業(

株)

一
、
金
３
万
円
也(

順
不
同)

(

株)

Ｉ
ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

(

有)

稲
田
建
設

(

株)

谷
渕
組

第
21
回
津
野
町
夏
ま
つ
り
　
ご
協
賛
の
お
礼

　
津
野
町
森
林
組
合

(

株)

潮
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
高
知
事
務
所

　
高
知
消
防
シ
ス
テ
ム(

株)

(

株)

オ
ー
・
テ
ィ
・
エ
ス

　
高
知
総
合
防
災(

有)
　
柴
田
運
送(

株)

　
杉
本
土
建(

株)

　
須
崎
地
区
森
林
組
合

一
、
金
２
万
円
也(
順
不
同)

　
栄
興
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト(
株)

(

株)

山
興

(

有)

創
研

(

有)

高
橋
建
設

(

有)

野
波
建
設

(

有)

東
津
野
砕
石
工
業

　
山
﨑
林
業

(

有)

梼
原
運
送

一
、
金
１
万
円
也(

順
不
同)

　
大
﨑
山
林
業
合
同
会
社
　

　
大
谷
商
店

　
熊
岡
工
務
店

(

有)

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
デ
ィ
ス
カ

　
下
元
建
材

(

株)

四
国
銀
行

　
　
　
　
　
　
東
津
野
代
理
店

(

有)

新
田
ハ
イ
ヤ
ー

　
新
田
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

　
高
橋
歯
科
診
療
所

　
津
野
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
津
野
山
砕
石
工
業(

株)

(

株)

鉄
筋
　
岡
﨑
組

　
星
ふ
る
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｕ

(

株)

中
成

(

有)

中
本
モ
ー
タ
ー
ス

　
鍋
島
石
油
店

　
西
元
青
果
店

　
西
森
工
務
店
　

　
ハ
ヤ
マ
チ
リ
ン
グ

　
　
︵(

有
︶
ナ
カ
イ
テ
レ
ビ
︶

　
葉
や
ま
の
歯
い
し
ゃ
さ
ん

(

有)

東
津
野
運
送

　
東
津
野
衛
生
社

　
藤
村
電
気
設
備
工
業

　
喫
茶
ブ
ル
ー
メ

　
古
谷
プ
ロ
パ
ン

　
ほ
っ
か
菜
し
ま
さ
き

(

遊
食
や
　
楽)

(

有)

升
鶴

(

Y
シ
ョ
ッ
プ
ま
す
や)

　
松
尾
電
工(

株)

(

株)

満
天
の
星

　
み
さ
や

(

有)

八
幡
工
業

遊
山
四
万
十
　
せ
い
ら
ん
の
里

(

株)

Ａ
Ｓ
Ａ
設
計
事
務
所

　
岡
村
自
動
車

　
カ
ワ
ウ
チ
キ
カ
イ

　
北
村
商
事(

株)

(

株)

建
築
企
画

(

株)

高
知
銀
行
　
梼
原
支
店

(

一
社)

高
知
県
山
林
協
会

　
高
知
信
用
金
庫

　
　
　
　
須
崎
つ
の
や
ま
支
店

(

株)

コ
ト
ブ
キ

(

有)

笹
岡
印
刷
所

四
国
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー(

株)

　
四
国
建
販(

株)

(

株)

ジ
ャ
ク
エ
ツ

高
知
店

(

株)

武
商
会

(

株)

ト
サ
ト
ー
ヨ
ー

(

株)

中
村
防
災
サ
ー
ビ
ス

　
南
海
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス(

株)

　
日
鉄
鉱
業(

株)

(

有)

葉
山
庭
園

(

株)

響
建
設

　
藤
原
工
務
店

　
扶
桑
電
通(

株)

　
　
　
　
　
　
　
高
知
営
業
所

　
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

(

株)

マ
サ
キ
・
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

(

株)

ユ
ー
エ
ス
ケ
ー

(

株)

若
竹
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

一
、
ご
協
賛
一
覧(

順
不
同)

　
池
地
商
店

　
市
川
商
店(

姫
野
々)

　
ウ
イ
ッ
テ
ィ
か
な
お

　
大
﨑
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
大
野
商
店

　
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
ア
リ
キ

　
高
原
ス
ー
パ
ー

　
小
屋

(

有)

下
元
産
業

　
自
由
軒
　
葉
山
店

　
谷
脇
商
店

　
西
森
商
店

　
農
家
民
宿
　
竹
城

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
　
ヨ
シ
ミ

　
フ
ォ
ト
サ
ー
ビ
ス
池
野

　
松
山
モ
ー
タ
ー
ス

四
国
電
力(

株)

　
須
崎
営
業
所

　
四
国
電
力
送
配
電(

株)

　
　
　
　
　
　
　
須
崎
事
業
所

(

株)

ダ
ス
キ
ン
サ
ニ
ー
マ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
須
崎
営
業
所

(

株)

東
洋
技
研

バ
ル
ー
ン
企
画
ｌ
ｅ
ａ
ｆ
・

Ｍ

(

株)

ラ
イ
ト
岡
田
設
計

　

以
上
、
た
く
さ
ん
の
方
が
た

よ
り
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

︵
津
野
町
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

委
員
長　

池
田　

三
男
︶

※

敬
称
は
省
略
さ
せ
て

　
　
　
　
い
た
だ
き
ま
す
。
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土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
は

﹁
土
砂
災
害
防
止
法
﹂
に
基
づ

き
、
高
知
県
が
調
査
し
、
区
域
を

指
定
し
て
い
ま
す
。

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
︵
通
称

…

イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
︶と
は
、
土

砂
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
住

民
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
危
害

が
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
土
地
の
区
域
で
す
。

　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

︵
通
称…

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
︶
は
、

建
物
が
破
壊
さ
れ
、
住
民
に
大

き
な
被
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
区
域
で
す
。
区
域
内
に
お
い

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
あ

り
ま
す
の
で
、
住
宅
の
建
替
や

増
築
の
際
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。

　
区
域
に
つ
い
て
は
﹁
高
知
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹂
や
﹁
津
野
町
防

災
マ
ッ
プ
﹂
下
記
の
お
問
い
合

わ
せ
窓
口
等
で
確
認
・
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
、
自
宅
や
職
場
等
の
日
常
生

活
の
場
所
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
付
近
の
危
険
箇
所
や
、
安
全

に
避
難
で
き
る
施
設
、
避
難
場

所
ま
で
の
経
路
も
把
握
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
場
所
が
遠
く
、
歩
い
て

行
け
な
い
場
合
、
ま
た
逃
げ
遅

れ
た
場
合
に
備
え
、
一
時
的
に

安
全
を
確
保
で
き
る
場
所
も
決

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

﹁
土
砂
災
害
防
止
法
﹂及
び

　
右
記
の
規
制
等
に
関
す
る

　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

高
知
県
防
災
砂
防
課

　
☎
０
８
８-

８
２
３-

９
８
４
５

高
知
県
須
崎
土
木
事
務
所

　
　
　
河
川
砂
防
建
設
課

　
☎
０
８
８
９-

４
２-

１
７
０
１

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
つ
い
て

総
務
課

危
機
管
理

　
　
　
　
松
岡
　
大
道

　
　
　
　
☎
55-

２
３
１
１



広報 つのちょう ６

お 　し ら せ 行政事務標準文字
導入についてのご案内

自治体が各種証明書や郵送物で使用する

文字が標準化されます

　「行政事務標準文字」は、すべての自治体が同じ

文字を使うことによって効率的な行政サービスの実

施や大規模災害への迅速な対応ができるよう、導入

するものです。戸籍や住民票で使用されている標準

的な文字をもとにデジタル庁が作成しました。

行政事務標準文字とは何ですか？

今までの漢字は使えないのですか？
　行政事務標準文字は、自治体が発行する証明書や印

刷物、コンピューター処理などで使われるものであっ

て、住民の方が同じ文字を使用しなければならないと

いうものではありません。なお、戸籍では従来の文字

を保持し続けます。 （※１）書類などに使う文字は、手書

きの文字であればこれまで通りに使えます。コンピュ

ーターから入力する文字は行政事務標準文字を利用

することになります。

　（※１）戸籍情報システム及び戸籍附票システムは、従来の

文字セットを行政事務標準文字と対応させて保持すること

で従来の文字セット、文字コード及び文字フォントを使用す

ることを経過措置として可能とします。

標準化で何が変わるのですか？
　すべての自治体が同じ文字を使い行政事務を効率

化するため、住民票の写しや自治体がみなさまへ発

送する郵送物の宛名などに用いる文字が今までと違

ったデザインになる場合があります。

どのように変わるのですか？
　部首の大きさ、曲げはねの違い、一部の長さの違

いなど、デザインの差（「字形」の違い）の範囲内

で変わる場合があります。漢字の骨組み（「字体」

の違い）は変わりません。

いつから変わるのですか？
令和７年度から順次導入されます。導入開始時期や、

対象となる証明書や郵送物の種類は、自治体により

異なります。

　現在、国では法律（※2）に基づき、これまで各自治体が個別に構

築・運用・管理してきた業務システム（※3）の統一・標準化を進め

ています。その際、文字についても、これまで各自治体がコンピュー

ターにあらかじめ登録されていない文字として独自に作成してきた

文字（外字）ではなく、デジタル庁で作成した統一文字規格である「行

政事務標準文字」を導入することが原則とされています。これにより、

各自治体が個別に外字を作成したり確認したりする手間やコストを

省き、異なる部署間・自治体間においても同じ文字規格で効率的な

行政サービスが実施できるようになります。

　※２　地方公共団体情報システムの標準化に関する法律（令和３

年法律第 40 号）

　※３　対象システム　以下の 20 業務のシステム

①児童手当 ②子ども・子育て支援 ③住民基本台帳 ④戸籍の附票 

⑤印鑑登録 ⑥選挙人名簿管理 ⑦固定資産税 ⑧個人住民税 ⑨法人

住民税 ⑩軽自動車税 ⑪戸籍 ⑫就学 ⑬健康管理 ⑭児童扶養手当 

⑮生活保護 ⑯障害者福祉 ⑰介護保険 ⑱国民健康保険 ⑲後期高齢

者医療 ⑳国民年金

 ＜ ④戸籍の附票、 ⑪戸籍に関しては、従来の文字を

保持し続けます ＞

さらに詳しく知りたい方はデジタル庁ホームページへ

https://www.digital.go.jp/policies/local_governments/character-specification

文字構成要素の大きさの違い

文字構成要素内の画の長さの違い

文字構成要素内の曲げ止めと
曲げ跳ねの違い

文字構成要素内の画と画の接触、
非接触の違い

字体は同じだが、
字形（デザイン）が変わる例

( 町民課　笹岡ちひろ）
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令和7年1月1日現在、津野町に住民登録があり、次に該当する方
・当初調整給付に不足が生じた方（不足額給付1）　　給付額：不足する額
［例］令和6年と５年で所得が大きく変動した場合：退職や就職で所得の増減が
　　　あった場合
　　　令和6年中に扶養親族が増えた場合：子どもが生まれたことで扶養親族と
　　　なった場合など
・非課税の事業専従者や合計所得が48万円超の方のうち、令和5・６年度低所得
　者向け給付金の対象になっていない方（不足額給付2） 給付額：原則４万円

対象者の方には文書を送付します
・「支給のお知らせ」が届いた方　⇒　原則手続きは不要
・確認書・申請書が届いた方　⇒　必要書類を提出
・令和6年中に津野町に転入された方　⇒　申請手続きが必要

10月31日（消印有効）

【お問い合わせ先】　町民課　西村　琴美　☎55-2314

令和７年度 定額減税補足給付金（不足額給付）の支給 【申請期限は10月31日】

　令和 6 年度の税制改正により定額減税が実施され、定額減税しきれない方に対して速やかに支援を行う

という観点から推計所得税額（令和５年分所得税）から給付額を算出し、調整給付を行いました。今回の給付

金は、令和 6 年分所得税額・令和 6 年度住民税額が確定したことにより、すでに給付した調整給付額に不足

が生じた方などに対して、差額を支給するものです。対象者には「支給のお知らせ」、「確認書」または「申請書

」を８月から順次発送しています。　

対象者等

手続き

申請期限

　
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
建
っ
て
い
る
も
の
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
町
民
課
税
務
係
で
は
町
内
の
家
屋
の

状
況
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
適
切
な

課
税
を
行
う
た
め
に
も
新
築
・
増
築
を

さ
れ
た
方
は
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
事
前
に
把
握
し
て
い
る
対
象
者
の
方

に
は
﹁
家
屋
調
査
の
お
願
い
﹂
と
い
う
文

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
の
調

査
日
時
を
町
民
課
税
務
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
屋
の
取
り
壊
し
や
名
義
変
更

に
つ
い
て
は
年
内
に
届
出
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
届
出
書
は
津
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
本
庁
窓

口
・
西
庁
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
　
町
民
課
税
務
係

☎

55‐

２
３
１
４

新
築
・
増
築
家
屋
の

調
査
に
ご
協
力
を

　
今
年
も
、
高
知
西
年
金
事
務
所
に

よ
る
﹁
出
張
年
金
相
談
﹂
を
開
設
い

た
し
ま
す
。

　
事
前
予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を

ご
希
望
の
方
は
、
お
早
め
の
ご
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
限
ら
ず
、
厚
生
年
金

や
年
金
加
入
記
録
の
ご
確
認
な
ど
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

︻
日
時
︼

　
令
和
７
年
10
月
１
日︵
水
︶

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

︵
午
後
０
時
〜
午
後
１
時
を
除
く
︶

︻
場
所
︼

　
津
野
町
役
場

本
庁
舎

　
１
階
　
第
３
会
議
室

︻
必
要
な
も
の
︼

◆
本
人
が
相
談
す
る
場
合

〇
本
人
確
認
書
類

︵
年
金
手
帳
、年
金
証
書

等
︶

◆
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合

〇
本
人
か
ら
の
委
任
状

〇
代
理
で
相
談
に
来
ら
れ
る
方
の

本
人
確
認
書
類

︵
運
転
免
許
証

等
︶

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
高
知
西
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８‐

８
７
５‐

１
７
１
７

︿

出
張
年
金
相
談
の
ご
案
内

﹀

ダウンロード先H P

QＲコード
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時間

対象となる方・料金

実施日・会場・検診の種類

まだ、がん検診を受けていない方へ・・・広域がん検診のお知らせ

令和７年度から「夜間検診」が始まりました！

☎

☎
☎から

から

【お問い合わせ先】
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７
月
23
日
︵
水
︶
に
西
庁
福
祉

交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
令

和
７
年
度
津
野
町
健
康
づ
く
り

推
進
団
体
合
同
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は

年
に
１
回
、
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
知
識
向
上
等
を
目
的
と
し

て
、
津
野
町
健
康
づ
く
り
推
進

員
、
津
野
町
健
康
づ
く
り
婦
人

会
、
津
野
町
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
の
方
々
を
対
象
に
実
施

し
て
ま
す
。毎
年
、
会
員
に
限
ら

ず
、
一
般
の
方
に
も
ご
参
加
い

た
だ
い
て
お
り
、
48
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
こ
こ
ろ
の
健
康
を
テ

ー
マ
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
家

で
あ
り
、
笑
い
ヨ
ガ
講
師
で
あ

る
大
野
沙
耶
花
さ
ん
よ
り
ご
講

演
・
実
技
指
導
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
大
野
さ
ん
か
ら
は
、
笑
い
か

ら
つ
な
が
る
こ
こ
ろ
の
健
康
に

つ
い
て
、
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
笑
う
こ
と
で
体
内
か
ら

ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
分
泌
が
抑

制
さ
れ
、
一
方
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
の
あ
る
ホ
ル
モ
ン
も
分
泌

さ
れ
て
、
こ
こ
ろ
の
安
定
に
作

用
し
ま
す
。﹁
笑
う
要
素
が
な
く

て
も
同
様
の
効
果
が
得
ら
れ
る

の
で
、
積
極
的
に
笑
う
習
慣
を

身
に
着
け
る
﹂
こ
と
が
大
切
だ

そ
う
で
す
。ま
た
、
笑
い
ヨ
ガ
と

は
、
笑
い
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を

組
み
合
わ
せ
た
健
康
法
で
す
。

身
体
を
動
か
し
た
り
、
手
拍
子

な
ど
と
一
緒
に
﹁
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
﹂

と
笑
う
こ
と
で
、
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に

つ
な
が
り
ま
す
。
研
修
会
に
参

加
さ
れ
た
方
同
士
で
、
積
極
的

に
笑
う
こ
と
を
実
践
し
て
、
終

始
笑
顔
の
絶
え
な
い
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
受

講
者
か
ら
は
﹁
笑
う
事
の
よ
さ

を
再
確
認
で
き
た
﹂﹁
手
軽
に
生

活
に
と
り
入
れ
ら
れ
る
内
容
で

よ
か
っ
た
﹂
な
ど
た
く
さ
ん
の

感
想
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
来
年
も
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
住
民
の
皆
さ
ま

も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
福
祉
課
　
嶋
﨑
　
祐

　
　
　
　
　
☎
55-

２
１
５
１

健
康
づ
く
り
推
進
団
体
合
同
研
修
会

　
自
立
支
援
医
療
︵
精
神
通

院
医
療
︶は
、
通
院
に
よ
る
精

神
医
療
を
続
け
る
必
要
が
あ

る
方
の
通
院
医
療
費
の
自
己

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
公

費
負
担
医
療
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
て
ん

か
ん
、
統
合
失
調
症
、
う
つ

病
、
躁
う
つ
病
な
ど
の
気
分

障
害
、
薬
物
な
ど
の
精
神
作

用
物
質
に
よ
る
急
性
中
毒
ま

た
は
そ
の
依
存
症
︵
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
等
︶な
ど
、
通
院

に
よ
る
治
療
が
継
続
的
に
必

要
な
方
で
す
。

　
通
院
さ
れ
て
い
る
方
が
支

払
う
自
己
負
担
額
は
原
則
と

し
て
医
療
費
の
１
割
に
な
り

ま
す
が
、
世
帯
の
所
得
水
準

等
に
応
じ
て
、
ひ
と
月
あ
た

り
の
負
担
上
限
額
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
通
院
し
て
い

る
医
療
機
関
に
相
談
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
認
定
さ
れ
れ
ば
﹁
自
立
支

援
医
療
受
給
者
証
︵
精
神
通

院
︶﹂
と
﹁
自
己
負
担
上
限
額
管

理
票
﹂
が
交
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
指
定
の
医
療
機
関
、
薬
局

の
窓
口
に
提
示
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
受
給
者
証
の
有
効

期
間
は
１
年
で
す
。

●
必
要
書
類…

自
立
支
援
医

療
費
支
給
認
定
申
請
書
、
診
断

書
、
世
帯
全
員
の
医
療
保
険
が

確
認
で
き
る
書
類
等
、
所
得
確

認
に
係
る
同
意
書
な
ど

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
福
祉
課
　
嶋
﨑
　
祐

　
　
　
　
☎
55‐

２
１
５
１

自
立
支
援
医
療︵
精
神
通
院
医
療
︶に
つ
い
て

「
笑
っ
て
元
気
！
落
語
と
笑
い
ヨ
ガ
」▲笑いヨガ講師　大野沙耶花さん
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仕
事
を
頑
張
っ
た
ご
褒
美
や
、

日
々
の
楽
し
み
、
飲
み
会
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
１
つ
、

な
ど
の
よ
う
に
、
お
酒
は
人
々

の
身
近
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
る

と
、
が
ん
や
依
存
症
な
ど
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
健
康
で
楽
し
く
お
酒
を
飲
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、﹁
か
ら

だ
に
や
さ
し
い
お
酒
の
飲
み
方
﹂

を
知
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
毎
日︵
週
４
日
以
上
︶飲
酒

・
成
人
男
性
56
・
４
％

　︵
目
標
40
％
︶

・
成
人
女
性
12
・
５
％

　︵
目
標
５
％
︶

②
多
量
に
飲
酒

　︵
毎
日
３
合
以
上
︶

・
成
人
男
性
３
・
６
％

　︵
目
標
10
％
︶

・
成
人
女
性
０
・
９
％

　︵
目
標
０
％
︶

※

Ｒ
６
津
野
町

︵
津
野
町
増
進
計
画
・
食
育
推

進
計
画
・
自
殺
対
策
計
画
よ
り
︶

か
ら
だ
に
や
さ
し
い
お
酒
の
飲
み
方

ま
ず
は
、
お
酒
の
適
量
を
知
り
ま

し
ょ
う
。

健
康
に
あ
ま
り
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
飲
酒
量
と
は

男
性…

純
ア
ル
コ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下

女
性…

純
ア
ル
コ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下

純
ア
ル
コ
ー
ル
　
　
の
目
安

・
ビ
ー
ル…

ロ
ン
グ
缶
１
本

(

500
　
︶

・
日
本
酒…

１
合
︵
180
　
︶

・
焼
酎…

グ
ラ
ス
１
杯
︵
100
　
︶

・
ワ
イ
ン…

グ
ラ
ス
２
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
200
　
︶

・
ウ
イ
ス
キ
ー…

シ
ン
グ
ル

　
　
　
　
　
　
　
２
杯
︵
60
　
︶

・
ハ
イ
ボ
ー
ル…

350
　
缶
１
本

・
ス
ト
ロ
ン
グ
チ
ュ
ー
ハ
イ…

350

缶
の
４
／
５
本

︻
工
夫
ポ
イ
ン
ト
︼

●
お
つ
ま
み

・
揚
げ
物
や
塩
分
の
多
い
も
の

　
を
控
え
る

●
飲
み
方

　
□
食
事
と
一
緒
に
飲
む

　
□
水
な
ど
も
一
緒
に
飲
む

　
□
お
酒
が
一
定
量
を
超
え
た

　
　
ら
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料

　
　
に
変
更

　
□
寝
酒
は
し
な
い

　
□
飲
酒
後
の
入
浴
・
サ
ウ
ナ

　
　
に
入
ら
な
い

　
□
週
２
日
の
休
肝
日
を
つ
く

　
　
る

　
□
飲
酒
後
の
運
動
は
し
な
い

　
□
空
腹
時
に
飲
酒
を
し
な
い

●
飲
む
前
の
工
夫

　
□
買
い
置
き
し
な
い

　︵
ま
と
め
買
い
し
な
い
︶

　
□
飲
む
分
だ
け
冷
や
す

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

健
康
福
祉
課
　
金
子
　
明
香
里

☎
55‐

２
１
５
１

お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー

お
刺
身
、
枝
豆
、
冷
や
や
っ
こ
、

野
菜
ス
ー
プ
、
焼
き
鳥
︵
唐
揚
げ

よ
り
カ
ロ
リ
ー
を
抑
え
ら
れ
る
︶

20
g

20
g

10
g

ml
mlmlml

ml

ml

ml

　
長
い
夏
休
み
が
終
わ
っ
て
新

学
期
が
始
ま
る
頃
は
、
心
の
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す
い
時
期
で

す
。
学
校
生
活
や
人
間
関
係
に

不
安
を
感
じ
た
り
、
な
ん
と
な

く
気
分
が
沈
ん
だ
り
す
る
こ
と

は
、
誰
に
で
も
あ
る
自
然
な
こ

と
で
す
。

　
も
し
も
﹁
つ
ら
い
な
﹂﹁
ち
ょ

っ
と
し
ん
ど
い
な
﹂
と
感
じ
た

と
き
は
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま

ず
、
家
族
や
友
だ
ち
、
学
校
の
先

生
に
気
持
ち
を
話
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。話
す
こ
と
で
、
心
が
少

し
軽
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
身
近
に
い
る
大
人
も
、
子
ど

も
た
ち
の
小
さ
な
変
化
に
気
づ

い
た
ら
、
そ
っ
と
声
を
か
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。﹁
ど
う
し
た

の
？
﹂﹁
い
つ
も
と
違
う
け
ど
大

丈
夫
？
﹂そ
の
一
言
が
、
安
心
に

つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
自
殺
に
関
す
る
誤
解
や
偏
見

を
な
く
し
、
自
殺
対
策
を
推
進

す
る
た
め
に
、
毎
年
９
月
10
日

〜
16
日
は
﹁
自
殺
予
防
週
間
﹂
と

位
置
付
け
て
い
ま
す
。
不
安
や

悩
み
が
あ
れ
ば
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。誰

か
と
つ
な
が
る
こ
と
が
大
切
で

す
。 〜

気
づ
い
て
ほ
し
い
　
ほ
ん
の
少
し
の
サ
イ
ン
〜

︻
心
の
健
康
に
関
す
る

相
談
窓
口
︼

①
津
野
町
健
康
福
祉
課
︵
保
健

師
︶

☎
55‐

２
１
５
１

②
須
崎
福
祉
保
健
所

　
　
　
健
康
障
害
課

☎
０
８
８
９‐

42‐

１
８
７
５

③
高
知
県
立

　
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８‐

８
２
１‐

４
９
６
６

④
高
知
い
の
ち
の
電
話

☎
０
８
８‐

８
２
４‐

６
３
０
０

︵
受
付
時
間
︶

①
②
③…

月
〜
金
曜
︵
祝
日
除

く
︶

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

④…

毎
日

　
　
９
時
〜
21
時

︻
県
内
相
談
窓
口
一
覧
︼

　
子
育
て
や
介
護
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
相
談
窓
口
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

︵
健
康
福
祉
課
　
　
林
　
泰
文
︶

相談窓口 Q R コード
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生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と

は
、
つ
な
が
り
・
支
え
合
い
の

あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
事
業
で
す
。

　
東
津
野
地
区
で
、
暮
ら
し
に

つ
い
て
考
え
る
話
し
合
い
の
場

か
ら
出
た
意
見
で
、
繋
が
る
場

所
・
活
動
の
場
所
が
ほ
し
い
と

の
意
見
が
多
く
あ
り
、
活
動
の

場
を
プ
レ
開
催
し
ま
し
た
。
開

催
当
日
は
、
19
名
が
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
将
棋
・
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
等
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、
絆
が
深
ま
っ
た

や
、
新
た
な
繋
が
り
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
た
と
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
健
康
マ

ー
ジ
ャ
ン
を
し
て
い
た
グ
ル
ー

プ
か
ら
は
、
続
け
て
活
動
し
た

い
と
意
見
が
あ
り
、
毎
週
月
曜

日
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
プ
レ
開
催
を
き
っ
か
け
に
、

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
普
及
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、
高
度
な

認
知
機
能
に
関
す
る
前
頭
葉
が

活
性
化
し
、
認
知
症
予
防
に
繋

が
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
に
参
加
さ

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

れ
た
い
方
、
や
っ
た
こ
と
は
な

い
が
習
っ
て
み
た
い
方
が
い
ま

し
た
ら
介
護
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
葉
山
地
区
の
方
も
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
と
は

﹃
賭
け
な
い
・
飲
ま
な
い
・
吸

わ
な
い
﹄
を
合
言
葉
に
健
康
づ

く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
生
き
が

い
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
マ
ー

ジ
ャ
ン
の
こ
と
で
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
介
護
福
祉
課
　
岡
﨑
　
大
輝

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
川
上
　
真
理

　
　
　
　
　
　
☎
62-

２
３
１
３

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り

　
﹁
お
弁
当
づ
く
り
﹂

　
〜
東
津
野
中
学
校
１
年
生
〜

　
令
和
７
年
７
月
１
日
火
曜

日
、
地
域
食
育
事
業
の
一
環
で

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
よ
る
お
弁
当

づ
く
り
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
津
野
中
学
校
で
は
毎
月
１

回
お
弁
当
の
日
が
あ
り
、
自
分

で
お
弁
当
づ
く
り
に
挑
戦
し
、

献
立
か
ら
調
理
ま
で
１
品
で
も

自
分
で
作
っ
て
詰
め
て
、
作
る

楽
し
さ
や
食
べ
る
楽
し
み
で
新

た
な
発
見
や
学
び
に
繋
げ
て
も

ら
い
た
い
と
調
理
実
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
毎
年
１
年
生
で
行
っ

て
い
た
骨
コ
ツ
青
春
講
座
の
調

理
実
習
が
で
き
な
く
な
っ
た
た

め
、
お
弁
当
づ
く
り
の
メ
ニ
ュ

ー
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
沢
山
含
ま

れ
て
い
る
食
材
を
使
用
し
、
ま

た
、
卵
焼
き
で
は
カ
ル
シ
ウ
ム

が
沢
山
摂
れ
る
食
材
を
プ
ラ
ス

し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
班
ご
と
に
考

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
調
理
実
習
に
入
る
前
に
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
か
ら
﹁
１
日
３
食

︿
食
改
の
窓
﹀

︵
朝
・
昼
・
夜
︶
の
食
事
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
﹂

﹁
体
を
動
か
す
時
間
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
﹂
﹁
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
て
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
り

ま
し
ょ
う
﹂
と
い
う
健
康
な
骨

を
育
む
た
め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン

ト
と
﹁
お
弁
当
を
作
ろ
う
、

３
・
１
・
２
弁
当
箱
﹂
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
を
し
て
調
理
実

習
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
は
事
前
に
役

割
分
担
を
し
て
い
た
た
め
、
ス

ム
ー
ズ
に
洗
う
、
切
る
、
調
理

と
手
際
よ
く
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。

　
仕
上
げ
は
、
持
参
の
お
弁
当

箱
に
彩
り
を
考
え
て
、
３
・

１
・
２
で
詰
め
て
お
い
し
そ
う

な
お
弁
当
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
同
じ
お
か
ず
で
も
、
お
弁

当
の
大
き
さ
や
詰
め
方
で
違
っ

た
お
弁
当
に
見
え
る
の
も
発
見

で
し
た
。

　
試
食
で
は
ど
の
お
か
ず
も
お

い
し
く
、
皆
か
ら
笑
顔
が
こ
ぼ

れ
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
の
感
想
は
﹁
自
分

で
も
や
っ
て
み
る
﹂﹁
お
い
し
か

っ
た
﹂﹁
全
部
手
作
り
の
お
か
ず

ば
か
り
で
よ
か
っ
た
﹂等
、
楽
し

い
調
理
実
習
と
な
り
ま
し
た
。

メニュー

　・主食　ご飯

　・主菜　鶏の照り焼き

　　　　　卵焼き

　・副菜　小松菜のじゃこあえ

　　　　　じゃが芋とかぼちゃのサラダ

　　　　　きんぴら煮

▶
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
で
卓
を
囲
む

︵
高
野
地
区
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
︶

　
　
　
食
改
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
又
川
　
知
実

▲頑張って作ってます
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津野町地域包括支援センターからのお知らせ

９月は認知症月間 〜「認知症になったんだ」と気軽に話せる地域を目指して〜　
　毎年9月の「世界アルツハイマー月間」には、世界中で認知症に関する普及啓発が行われてきました。
日本でも2024年に施行された認知症基本法の中で、9月を「認知症月間」9月21日を「認知症の日」と
して定め、さらなる普及啓発が進められています。
○新しい認知症観 〜新しい認知症観にチェンジ!!〜

・誰もが認知症になり得ることを前提に、一人一人が自分ごととして理解する。
・認知症になってもできること･やりたいことがあり､住み慣れた地域で仲間と共に､希望を持って自分ら
しく暮らすことができる。

古い認知症観　
他人ごと、問題重視、疎外、絶望

・他人ごと、目をそらす、先送り
・認知症だと何もわからない、できなくなる
・本人は話せない／声を聞かない
・おかしな言動で周りが困る
・危険重視
・周囲が決める
・本人は支援される一方
・認知症は恥ずかしい、隠す
・地域で暮らすのは無理
・暗い、萎縮、諦め、絶望的

新しい認知症観　
わがごと、可能性重視、ともに、希望

・わがごと、向き合う、備える
・分かること、できることが豊富にある
・本人は声を出せる／声を聞く
・本人が認知症バリアの中で一番困っている
　(本人なりの意味がある)
・あたりまえのこと（人権）重視
・本人が決める（決められるように支援）
・本人は支え手でもある。支え−支えられる関係
・認知症でも自分は自分、オープンに
・地域の一員として暮らし、活躍
・楽しい、のびのび、あきらめず、希望を

令和6年度認知症地域支援推進員研修資料より

　認知症と診断を受けても、突然何も分からない、できなくなるわけではありません。生活の工夫や

周囲のサポートがあれば、家庭や地域での役割や趣味、生きがいなどをもった生活を続けることが

できます。「新しい認知症観」に立つと、認知症について前向きに備えることができ、早めの相談や受

診につながり、診断を受けたとしても希望を見つけやすくなります。ご家族やご友人と認知症につ

いて語り合ってみませんか？

○認知症家族の交流会　
　介護に関する不安や悩みを語り合える仲間づくりを目的に交流会を開催します。デイサービスの体験

やグループホームの見学もできます ( 送迎も可能 )。参加を希望される場合は、開催日の 2 日前までに地

域包括支援センター 堀川にご連絡ください。

　　日時：9 月 19 日（金）13 時 30 分〜15 時 00 分　

　　場所：デイサービスセンター ひのきの里（黒川 740 番地６）

○「ぼけますから、よろしくお願いします。」　映画上映会 〜申し込みはお早めに〜　

参加を希望される方は、地域包括支援センター　岡村／堀川にご連絡ください。

　　①9 月 20 日（土）西庁舎 福祉交流センター 　

　　②9 月 21 日（日）本庁舎 多目的ホール

　　　9 時 30 分〜受付　10 時 00 分〜11 時 45 分　映画上映　

　　 11 時 45 分〜12 時 30 分 座談会 ( 自由参加 ) 感想を語り合ったり、

　　地域包括支援センター職員への質問を受け付けます。

【お問い合わせ先】津野町地域包括支援センター　岡村晃子、堀川晴加　☎62-2317
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津
野
町
で
は
、
家
庭
に
お
い

て
常
時
介
護
を
要
す
る
方
の
、

介
護
者
を
応
援
し
、
そ
の
労
に

報
い
る
と
と
も
に
、
家
族
の
絆

を
深
め
、
介
護
負
担
の
軽
減
と

社
会
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
津
野
町
在
宅

介
護
者
手
当
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

　
対
象
と
な
る
方
、
支
給
額
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
対
象
者

　
津
野
町
に
住
所
を
有
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
を

在
宅
で
常
時
介
護
さ
れ
て
い
る

方　
①
重
度
身
体
障
害
児
・
者
で

　
障
害
支
援
区
分
﹁
４
﹂﹁
５
﹂　

　﹁
６
﹂
の
方
ま
た
は
相
当
程
度

　
の
方

　
②
重
度
知
的
・
精
神
障
害
児
・

　
者
で
障
害
支
援
区
分
﹁
４
﹂﹁
５

　﹁
６
﹂
の
方
、
ま
た
は
相
当
程

　
度
の
方

　
③
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
要

　
介
護
認
定﹁
４
﹂﹁
５
﹂の
方

ご
存
知
で
す
か
？津

野
町
在
宅
介
護
者
手
当

●
支
給
額

月
額
１
０
，０
０
０
円

︵
月
10
日
以
上
在
宅
介
護
を
し

た
月
数
分
を
支
給
︶

●
支
給
月

年
２
回︵
９
月
、３
月
︶

●
申
請
書
類

　
①
申
請
書
︵
申
請
す
る
方
は

　
介
護
す
る
方
に
な
り
ま
す
︶

　
②
振
り
込
み
口
座
届
出
書
　

　︵
介
護
す
る
方
本
人
の
口
座
︶

　
③
在
宅
介
護
者
手
当
に
関
す

　
る
意
見
書
︵
介
護
支
援
専
門

　
員
、
ま
た
は
地
区
の
民
生
委

　
員
さ
ん
が
記
入
︶

　
④
介
護
を
受
け
て
い
る
方
が

左
記
の
い
ず
れ
か
の
場
合

・
重
度
身
体
障
害
児
・
者
の
場

　
合

　
障
害
支
援
区
分
﹁
４
﹂﹁
５
﹂　

　﹁
６
﹂
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
受
給
者
証

・
重
度
知
的
・
精
神
障
害
児
・

　
者
の
場
合

　
障
害
支
援
区
分
﹁
４
﹂﹁
５
﹂　

　﹁
６
﹂
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
受
給
者
証

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
介
護

　
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合

　
要
介
護
﹁
４
﹂﹁
５
﹂
の
介
護
保

　
険
認
定
被
保
険
者
証

●
申
請
手
続
き

　
申
請
は
本
庁
窓
口
・
西
庁
窓

口
の
２
カ
所
で
随
時
受
付
し
て

い
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
介
護
福
祉
課
　
岡
﨑
　
大
輝

　
☎
62-

２
３
１
３

　奨学金の貸与を受けて大学等で修学した後、津野町内に居住して奨学金の返還をしている方の返還費用

（最大 180 万円）を助成します。

　●主な補助要件

　　①大学等の在学中に奨学金の貸与を受けていること。

　　②初回申請年度の３月 31日時点の年齢が 35歳以下であること。

　　③申請年度の前年度に、月賦、半年賦または年賦による奨学金等の返還を行っていること。

　　④令和７年度において、津野町に居住かつ企業等に正規雇用で就職していること。

　　　ただし、企業については、高知県が実施するこうち奨学金返還支援事業の登録企業を除く。

　●申請期間

　　令和８年４月１日から令和９年１月 30日まで

　　※令和７年４月１日から令和８年３月 31日までに返還した奨学金が対象になります。

　　※詳細につきましては、津野町ＨＰをご確認ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】教育委員会　川西　穂実　☎62-2258

津野町奨学金返還支援補助金が始まります

﹂



広報 つのちょう 14

1,238,400
1,238,400

14.4

ご報告
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り み

り み

お

記事

（産業課　農業係）
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８
月
か
ら
、
前
任
に
代
わ
る
新
し

い
外
国
語
指
導
助
手
︵
Ａ
Ｌ
Ｔ
︶
が

着
任
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
こ
ど
も

園
や
小
中
学
校
で
、
子
ど
も
た
ち
の

英
語
力
向
上
、
多
文
化
理
解
推
進
の

た
め
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
　

　こんにちは！ジリアン・デイリーと申します。ジリアンと呼んでください。私はアメリカから来まし

た！私はイリノイ州のシカゴ市で育ちましたが、津野町に来る前は大学のためにインディアナ州に住ん

でいました。また、名古屋の南山大学で日本語を勉強するため、四ヶ月ぐらい愛知県の名古屋に住んでい

ました。津野町に引っ越す前に、私はコンピューターサイエンスと英文学の学士号を取得しました。その

ために私はコンピューターのことが得意だけど、私の主な興味は色々な文化の文学です。私も中学生の

ころから趣味として日本語を勉強していて、大学で日本文学の授業をいっぱい取りました。私は元々の

日本語で日本文学を読めるように最善を尽くします。私の一番好きな日本の作家は安部公房と太宰治

で、一番好きなアメリカの作家はエドガー・アラン・ポーとトニ・モリソンです。読書についてあなた

とお話しできるのは、嬉しいです！また、カエルが大好きです。津野町にはたくさんいると聞いたことが

あります。もし見つけたら、見せてください！津野町での生活を楽しみにしていますよ！

Ａ
Ｌ
Ｔ
　
着
任
あ
い
さ
つ

。
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　令和 7年度（一財）自治総合センターの「コミュニティ

助成事業」により、交流活動を行っている北川地区に、テ

ントやテーブルなどイベントや交流事業に必要な備品を

整備しました。

　北川地区では、地区全体で毎年８月に開催している「お

洗慶さま」というイベント等で地域内外の方との積極的

な交流活動を図り、地域活性化活動を行っております。

　また、今年度から高知県立大学生の受け入れの取り組

みも新たに実施するなど、さまざまな活動に取り組んで

います。

　今後も交流活動の促進を図るとともに、地域の団結力

を高めていくためにも、コミュニティ活動を継続してま

いります。

　　　　　　　　　（まちづくり推進課　高橋　宏輔）

宝くじの助成金で北川地区の備品を整備しました

　
こ
の
よ
う
な
地
域
活
動
や
運

営
に
携
わ
っ
て
み
た
い
方
、
大

歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
高
橋
　
宏
輔

　
　
　
　
　
☎
55-

２
３
１
２

各
地
域
で
行
わ
れ
た
夏
の
お
祭
り
を
ご
紹
介
♪

　
８
月
は
町
内
各
地
で
夏
の
お

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　
早
い
時
期
か
ら
こ
の
日
の
た

め
に
準
備
を
し
て
き
た
地
域
の

皆
さ
ま
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。当

日
は
、
帰
省
し
て
い
る
人
た
ち

も
い
て
、
た
く
さ
ん
の
方
で
賑

わ
い
、大
盛
況
で
し
た
。

▲郷地域『ふるさとまつり』 ▲新田地域『夏まつり』

▲北川地域『お洗慶さま』▲白石地域『夏まつり』
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企
画
展
﹁
野
中
兼
山
〜
時
代
を
見

据
え
、変
革
に
挑
む
﹂

　
江
戸
時
代
、
土
佐
の
地
域
開

発
・
国
力
増
強
を
推
し
進
め
た

野
中
兼
山
ゆ
か
り
の
品
々
を
紹

介
し
、
兼
山
の
事
績
と
そ
の
時
代

を
振
り
返
り
ま
す
。

会
期
　
令
和
７
年
９
月
13
日

︵
土
︶〜
12
月
７
日︵
日
︶

観
覧
料
　
800
円
︵
高
知
城
と
の
セ

ッ
ト
券
１
，０
４
０
円
︶

高
校
生
以
下
お
よ
び
高
知
県
ま

た
は
高
知
市
長
寿
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
無
料

企
画
展
関
連
行
事

①
企
画
展
ゆ
か
り
の
地
講
座
﹁
室

戸
市
域
と
野
中
兼
山
﹂

日
時
　
９
月
28
日︵
日
︶

10
時
〜
11
時

参
加
費
　
無
料

定
員
　
40
名

︵
お
申
し
込
み
不
要
、先
着
順
︶

会
場
　
室
戸
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
す
ら
ぎ
︵
室
戸
市
領
家

87
︶

高
知
城
歴
史
博
物
館
　
催
し
の
お
知
ら
せ

②
子
ど
も
向
け

紙
芝
居
﹁
山
田

堰
と
野
中
兼
山
﹂＆
兼
山
ミ
ニ
講

座日
時
　
10
月
12
日︵
日
︶

14
時
〜
15
時

紙
芝
居
披
露
　

山
田
堰
井
筋
土
地
改
良
区

参
加
費
　
無
料

定
員
　
小
学
生
20
名

︵
要
お
申
し
込
み
、先
着
順
︶

会
場
　
当
館
１
階
ホ
ー
ル

③
小
説
朗
読
会　

大
原
富
枝
﹁
婉

と
い
う
女
﹂・﹁
正
妻
﹂

日
時
　
10
月
19
日︵
日
︶

14
時
〜
15
時
40
分

朗
読
　
朗
読
サ
ー
ク
ル﹁
潮
騒
﹂

参
加
費
　
無
料

会
場
　
当
館
１
階
ホ
ー
ル

定
員
　
60
名

︵
要
お
申
し
込
み
、先
着
順
︶

④
城
下
町
散
策
会
﹁
兼
山
時
代
の

城
下
町
を
歩
く
﹂

日
時
　
11
月
30
日︵
日
︶

14
時
〜
16
時

集
合
場
所
　
高
知
城
追
手
門
前

参
加
費
　
無
料

定
員
　
20
名
︵
要
お
申
し
込
み
、

先
着
順
︶

⑤
展
示
解
説

日
時
　
９
月
21
日
・
10
月
26
日
・

11
月
16
日︵
い
ず
れ
も
日
曜
日
︶

11
時
〜
12
時

参
加
費
　
無
料
︵
要
展
示
観
覧

券
︶

地
域
文
化
講
座

︿
第
２
回
﹀
近
世
城
下
町
を
ひ
も

と
く

　

〜
高
知
城
下
町
を
事
例
に
〜

日
時
　
９
月
６
日︵
土
︶

13
時
30
分
〜
15
時

講
師
　
片
岡
　
剛

　
　
　︵
当
館
学
芸
員
︶

会
場
　
当
館

参
加
費
　
無
料

定
員
　
50
名
︵
要
お
申
し
込
み
／

先
着
順
︶

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館

☎
０
８
８‐

８
７
１‐

１
６
０
０

　
開
館
時
間
　
９
時
〜
18
時

　︵
日
曜
日
は
８
時
〜
18
時
︶

か
た
お
か
　
つ
よ
し

　津野山大学とは、津野町にあふれる魅力的な自然・歴史・伝統・農産物などを学習や体験を通して再

発見し、津野町への愛情や誇りを深めることを目的として開校しています。

　本年度の第４回目講座「天体観望会」は、五藤光学研究所　池澤 侑美さんを招き、季節の星座を天体望

遠鏡で観察して学習します。

　　　　〇開催場所　津野町芳生野乙４９２１番地２２

　　　　　　　　　　星ふるヴィレッジ　ＴＥＮＧＵ　天文台

　　　　〇開催日時　令和７年９月２５日（木）　午後７時〜午後８時３０分

　　　　〇その他　申込方法につきましては、９月回覧のチラシをご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育委員会　川西　穂実 )

令和７年度　津野山大学第４回目講座を開催します！
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水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院 く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

不燃ごみ・粗大ごみ収集日 ビン・缶・ペットボトル収集日

201918

25 2726

17

24

く ろ し お 病 院

13

6

12

幼児健診
と　き：個別にご案内します
ところ：役場本庁舎

E n g l i s h 　 C l u b
（イングリッシュクラブ）
と　き：午後4時〜5時30分
ところ：町立図書館かわうそ館

E n g l i s h 　 C l u b
（イングリッシュクラブ）
と　き：午後4時〜5時30分
ところ：町立図書館虎太郎館

育児相談ほしのわ
受　付：午前９時〜10時30分
ところ：町立図書館かわうそ館

育児相談ほしのわ
受　付：午前９時〜10時30分
ところ：西庁福祉交流センター

健康づくり推進員研修会
と　き：午後1時30分〜3時
ところ：役場本庁舎

1110

く ぼ か わ 病 院

く ろ し お 病 院

5

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院 く ろ し お 病 院

43

口座振替
町県民税（２期）
国民健康保険税（３期）

人権・行政相談
と　き：午前10時〜午後３時
ところ：役場西庁舎２階

認知症家族の交流会
と　き：午後1時30分〜午後3時
ところ：デイサービスセンター
　　　　ひのきの里

認知症月間映画上映会
と　き：午前10時〜午後12時30分
ところ：西庁福祉交流センター

葉山中学校　体育大会
と　き：午前８時45分〜

東津野中学校　体育祭
と　き：午前８時45分〜午後0時15分

吉村虎太郎邸
10周年記念イベント
と　き：午前10時〜午後4時
ところ：吉村虎太郎邸

　新聞、雑誌、ダンボールは、役場
旧本庁・西庁の無人回収場所で、毎
日無料で受け入れています。
（受け入れ時間：午前8時30分〜午
後5時まで）
※整理整頓をして置くようにしてく
ださい。

く ぼ か わ 病 院

く ろ し お 病 院

く ぼ か わ 病 院

すくすく広場・おひさま広場

おひさま広場　ところ：さくらんぼ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

　　　　　　９月2日、4日、9日、16日、25日、30日

すくすく広場　ところ：にじいろ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

　　　　　　　　　　　９月2日、9日、16日、30日

行事や感染症の発生状況により変更する場合があります

食改・健康ウォーキングのお知らせ
日　時：令和７年９月10日（水）午前９：００～
コース：足川渓谷
集合場所：足川入口消防屯所付近
持ち物：飲み物・帽子・タオル等
どなたでも参加できます。一緒に歩きませんか？（雨天中止）

　【お問い合わせ先】 津野町食生活改善推進協議会事務局　担当　藤村いく子　☎090-9776-7682

※雨天順延の可能性があります。
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21

日曜日 月曜日 火曜日

つ の カ レ ン ダ ー

くぼかわ病院

2322

8

55-2230（総合センターで受付）

9

高 陵 病 院

くろしお病院

7

14

と　き：午前8時30分〜午後5時
ところ：大谷収集場

不燃ごみ・粗大ごみ
東地区（葉山地域）

梼　原　病　院 高 陵 病 院

1 2

くろしお病院高 陵 病 院

くぼかわ病院 くろしお病院

くぼかわ病院

28

くろしお病院

3029

高 陵 病 院くぼかわ病院

15 16

くろしお病院

総務課
まちづくり推進課
町民課
健康福祉課
産業課
観光推進課
議会事務局

55-2311
55-2312
55-2314
55-2151
55-2021
55-2023
55-2038

献血
と　き：午前10時〜11時30分
ところ：役場西庁舎
と　き：午後１時30分〜4時30分
ところ：役場本庁舎

認知症月間映画上映会
と　き：午前10時〜12時30分
ところ：本庁舎多目的ホール

納付期限
固定資産税（２期）
国民健康保険税（２期）

納付期限
町県民税（２期）
国民健康保険税（３期）

と　き：第１・３土曜日
　　　　午前11時30分
　　　〜正午
ところ：津野町立図書館
　　　　かわうそ館

津野町立図書館かわうそ館・
虎太郎館の開館時間と休館日

　開館時間　午前10時〜午後６時
　休館日　　毎週火曜日・第４金曜日・祝日
　　　　　　年末年始・特別整理期間
　　　12月27日~1月3日まではお休みです。

　　かわうそ館　☎５５-３００１
　　虎太郎館　　☎６２-３５５５

敬老の日

秋分の日

と　き：午前8時30分〜午後12時
ところ：宮谷堆肥センター前

不燃ごみ・粗大ごみ
西地区（東津野地域）
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訓子府町
くんねっぷ

訓子府町
くんねっぷ

（北海道訓子府町）

姉妹町からのお便り姉妹町からのお便り

64100949

・
７
・
1

・

19

Ｒ
７
・
・
21

７
・

25

︵
敬
称
略
︶

工
作
や
実
験
を
通
し
て
科
学
の
楽
し
さ
を
伝
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
訓
子
府
サ
イ
エ
ン
ス
教

室
実
行
委
員
会
主
催
の
﹁
夏
休
み
！
訓
子
府
サ
イ

エ
ン
ス
教
室
﹂
が
７
月
30
日
、
町
公
民
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
８
月
に
発
足
し
た
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ

北
見
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
講
師
を
務
め
、

穴
を
開
け
た
箱
に
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ー
ン
で
煙
を
入

れ
て
、
箱
を
横
か
ら
叩
く
と
穴
か
ら
空
気
砲
が
出

て
く
る
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
歓
声
が
会
場
に
響
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
人
工

イ
ク
ラ
や
万
華
鏡
、
紙
ト
ン
ボ
作
り
な
ど
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
訓
子
府
高
校
軽
ス
ポ
ー
ツ
部
の
生
徒

や
一
般
町
民
の
方
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力

し
、
小
学
生
を
中
心
に
31
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
﹁
本
物
の
よ
う
な
人
工
イ
ク
ラ
を
作

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
﹂

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

船
戸
　

安
井
　
数
子

船
戸
　

松
岡
　
惠
子

高
知
市
　

西
崎
　
直
子

二
ツ
家
　

森
田
美
智
子

老
い
進
む
お
先
真
っ
暗
彼
岸
花

尾
根
風
車
入
道
雲
の
中
に
舞
う

蛍
火
の
ひ
と
つ
を
連
れ
て
帰
宅
せ
り

カ
サ
カ
サ
と
丑
三
つ
時
に
虫
が
居
る

︵
令
和
７
年
７
月
届
け
出
分
︶

お
め
で
た
と

お
く
や
み

夏
休
み
！
訓
子
府
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
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こ
ど
も
園
だ
よ
り

認
定
こ
ど
も
園
　
に

じ

い

ろ

園

︿
五
つ
の
領
域﹁
環
境
﹂

　
〜
身
近
な
環
境
と
の

　
関
わ
り
に
関
す
る
領
域
〜

　
周
囲
の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に

好
奇
心
や
探
求
心
を
も
っ
て
関

わ
り
、
そ
れ
ら
を
生
活
に
取
り

入
れ
て
い
こ
う
と
す
る
力
を
養

う
。

※

五
つ
の
領
域
と
は
、
保
育
・

教
育
に
お
い
て
子
ど
も
の
資
質

や
能
力
を
成
長
さ
せ
る
べ
き
領

域
の
こ
と
。

　
春
か
ら
ち
ょ
う
ち
ょ
や
テ
ン

ト
ウ
ム
シ
、
バ
ッ
タ
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
虫
に
触
れ
あ
っ
て
き
た

子
ど
も
た
ち
。

　
乳
児
組
で
は
保
育
者
が
ダ
ン

ゴ
ム
シ
を
手
に
乗
せ
て
み
ん
な

で
見
て
い
る
と
、
ダ
ン
ゴ
ム
シ

の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
し
た
。

幼
児
組
は
散
歩
に
行
っ
て
、
田

ん
ぼ
で
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
つ

か
ま
え
て
、
観
察
し
て
い
ま
し

た
。﹁
足
が
生
え
て
き
た
ね
﹂
と

変
化
に
も
気
付
き
、
カ
エ
ル
に

な
っ
て
い
く
過
程
に
興
味
津
々

で
し
た
。

　
７
・
８
月
は
幼
児
組
で
は
、

カ
ブ
ト
虫
・
ク
ワ
ガ
タ
が
大
人

気
で
す
。
家
か
ら
持
っ
て
き
て
、

友
達
と
見
せ
合
っ
た
り
、
動
き

を
見
た
り
、
虫
か
ご
を
囲
ん
で

楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　﹁
虫
が
お
っ
た
！
﹂
と
い
う
声

が
聞
こ
え
る
と
﹁
ど
こ
ど
こ
？
﹂

﹁
何
の
虫
？
﹂と
集
ま
っ
て
き
て
、

頭
を
突
き
合
わ
せ
て
じ
っ
と
見

て
い
ま
す
。
年
長
児
は
何
を
食

べ
る
の
か
、
ど
う
や
っ
た
ら
飼

育
で
き
る
の
か
な
ど
、
図
鑑
で

調
べ
て
、
分
か
っ
た
こ
と
を
伝

え
合
う
姿
も
あ
り
ま
す
。

　
生
き
物
を
育
て
る
体
験
な
ど

を
通
し
て
、
生
命
の
不
思
議
さ

や
尊
さ
に
気
付
い
た
り
、
成
長

に
感
動
し
た
り
、
心
を
動
か
さ

れ
る
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
出
会

い
ま
す
。
子
ど
も
の
発
見
や
感

動
に
周
囲
の
大
人
が
共
感
す
る

こ
と
で
、
自
信
を
も
っ
て
遊
び

を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
喜
び
や
驚
き
、
発
見

な
ど
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▲「虫おったで！」「どこどこ？」

▲クワガタ、かっこいい！

﹃
虫
、だ
い
す
き
！
﹄

交
通
安
全
指
導
員

今
橋
正
直
さ
ん

　
こ
の
度
、
今
橋
正
直
さ
ん︵
白

石
︶
の
交
通
安
全
指
導
員
勤
続

30
年
に
対
し
、
高
知
県
知
事
よ

り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
橋
さ
ん
は
平
成
７
年
に
高

知
県
交
通
安
全
指
導
員
、
津
野

町
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
委

嘱
を
受
け
、
交
通
安
全
運
動
期

間
中
の
街
頭
指
導
や
日
頃
か
ら

交
通
安
全
啓
発
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
、
交
通
安
全
意
識
の

普
及
・
啓
発
に
努
め
て
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す
。

　
　︵
総
務
課
　
松
岡
　
大
道
︶

高
知
県
知
事
よ
り
交
通
安
全
指
導
員

勤
続
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　
遺
言
と
成
年
後
見
制
度
に
つ

い
て
の
講
演
会
お
よ
び
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
本
人
や
ご
親
族
、
高
齢
者
・

障
害
者
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る

方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。
予
約
は
不
要

で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し

く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
10
月
４
日︵
土
︶

受
　
付
　
13
時
〜

講
演
会
　
13
時
30
分
〜
15
時

﹁
遺
言
と
成
年
後
見
制
度
　
講
演
会
＆
無
料
相
談
会
﹂開
催
の
お
知
ら
せ

場
　
所
　

　
四
万
十
町
役
場
　
多
目
的
ホ

ー
ル
︵
高
岡
郡
四
万
十
町
琴
平

　
　
　
町
16-

17
︶

講
　
師
　
金
子
仁
司
法
書
士

相
談
会
　
15
時
〜
16
時
30
分

相
談
員
　

司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

︵
公
社
︶
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
高
知

☎
０
８
８-

８
２
５-

３
１
４
１
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みんなの作品
　今月号では東津野
中学校の生徒の作品
をご紹介します。

令和７年９月１日
編集　津野町広報編集委員会
〒785-0201
高知県高岡郡津野町永野225-1
TEL 0889−55−2311
印刷　（有）笹岡印刷所

津野町の人口
（令和７年 ７月末日現在）

総人口　5,106人(‒11）
　男　　2,422人(‒3）
　女　　2,692人(‒8）
世帯数　2,539世帯(‒9）

カッコ内は前月対比

　
　
　

編
集
後
記

　

今
月
号
の
表
紙
は
津
野
町
夏

祭
り
花
火
大
会
で
の
１
枚
で
す
。

花
火
を
見
る
と
夏
！
と
い
う
感

じ
が
し
ま
す
が
、
も
う
す
ぐ
夏

が
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
寂

し
く
な
る
よ
う
な
感
覚
も
覚
え

ま
す
。
そ
ん
な
気
持
ち
と
は
裏

腹
に
、
今
も
残
暑
厳
し
い
日
々

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
熱
中
症
の
危
険
性
も
あ
り
ま

す
の
で
、
体
調
に
異
変
を
感
じ

た
ら
無
理
せ
ず
ゆ
っ
く
り
休
ん

で
く
だ
さ
い
ね
。

　

ま
た
９
月
に
は
、
町
内
中
学

校
で
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

怪
我
な
く
全
力
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
生
徒
の

皆
さ
ん
が
最
高
の
青
春
を
過
ご

せ
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　

︵
広
報
事
務
局
︶

はじめてのおたんじょうび

　にいにと犬のポンタと遊ぶ
のが大好き。チャームポイン
トはえくぼです。お友達がた
くさんできるといいな！みん
な仲良くしてね。

（西谷）
大﨑　世梛くん

保護者　裕樹

せ　な

令和６年９月19日生まれ

　はじめまして、唯人です。フサ
フサの髪の毛とキリッとした眉毛
がチャームポイント★いたずらと
食べることが大好き！もりもり食
べて元気に大きくなる‼

（下元）
大﨑　唯人くん

保護者　英人

ゆいと

令和６年９月20日生まれ

東津野中２年 久川　禮史
ゆきと

東津野中２年 野村　芽愛
め　あ

東津野中3年 岡﨑　大翔
やまと

東津野中3年 高橋　優太
ゆうた

東津野中3年 小野　愛依
め　い

東津野中3年 上田　晟生
じょい

東津野中3年 廣瀬　月乃
つきの

東津野中3年 明神ソラマナ 東津野中3年 谷脇　唯
ゆい

東津野中3年 川田　凌駕
りょうが

東津野中２年 矢野　潤太
じゅんた

東津野中２年 坂本　莉子
り　こ

東津野中２年 高橋　伶
れい

東津野中２年 戸田穂乃香
ほ　の　か

東津野中２年 戸田　咲里
さ　り

東津野中２年 藤村　一樹
いつき

東津野中２年
豊永　華椰乃

か　や　の

東津野中２年
松本　昴

すばる

東津野中3年
笹岡　キム

東津野中3年
明神　笑心

え　こ




